
○千葉大学部局長選考等規程

（平成１６年４月１日） 

改正 平成１８年４月１日 平成１９年４月１日 

平成２１年４月１日 平成２２年４月１日 

平成２６年４月１日 平成２７年４月１日 

平成２７年１０月１日 平成２８年４月１日 

平成２８年９月１日 平成２９年４月１日 

平成３０年１０月１日 令和２年４月１日 

令和３年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この規程は，部局長の選考，任期及び解任に関し必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 この規程において「部局長」とは，教育学部，各研究科（教育学研究科を除

く。），各学府，各研究科等連係課程実施基本組織，各研究院，医学部附属病院，附

属図書館及び共同利用教育研究施設の長をいう。 

（選考の事由及び時期） 

第３条 部局長の選考は，次の各号の一に該当する場合に行う。 

一 部局長の任期が満了するとき。 

二 部局長が辞任を申し出たとき。 

三 部局長が欠員となったとき。 

四 部局長が解任されたとき。 

五 その他学長が必要と認めるとき。 

２ 部局長の選考は，前項第１号に該当する場合においては，任期満了の１カ月前まで

に，同項第２号，第３号，第４号又は第５号に該当する場合においては，その事由が

生じたとき速やかに行うものとする。 

（部局長の選考） 

第４条 部局長は，学長が選考する。 

２ 学長は，前項に規定する選考（医学部附属病院長の選考を除く。）にあたり，当該部

局に複数名の候補者の推薦を求めることができる。 

３ 学長は，医学部附属病院長の選考にあたり，千葉大学医学部附属病院長候補者選出会

議（以下「選出会議」という。）を設置し，当該会議に複数名の候補者の推薦を求め

る。 

４ 学長は，医学部附属病院長の選考にあたり，医学部附属病院長の資質及び能力に関す

る基準として次に掲げる事項をあらかじめ定め，公表しなければならない。 

一 医療の安全の確保のために必要な資質及び能力 

二 組織管理能力等の病院を管理運営する上での必要な資質及び能力 



５ 学長は，医学部附属病院長を選考したときは，当該選考に係る選考結果，選考過程及

び選考理由を遅滞なく公表しなければならない。 

（医学部附属病院長候補者選出会議） 

第４条の２ 学長は，医療法（昭和２３年法律第２０５号）その他関連する法令及びこれ

に基づく告示，通知等に準拠して選出会議の委員を選任する。 

２ 委員の選任にあたっては，次に掲げる者を委員とする。 

一 理事 ２名以内 

二 医学研究院長 

三 医学研究院から推薦された教員 １名 

四 医学部附属病院から推薦された教員又は職員 １名 

五 学長が委嘱する学外の有識者 ３名 

六 その他学長が必要と認める者 

３ 前項第５号に掲げる委員のうち複数の者は，次の各号に掲げる要件のいずれにも該当

しない者から選任する。 

一 過去１０年以内に医学部附属病院と雇用関係にあること。 

二 過去３年間において，５０万円を超える寄附金又は契約金等を医学部附属病院か

ら受領していること。 

三 過去３年間において，５０万円を超える寄附を医学部附属病院に対して行ってい

ること。 

４ 学長は，委員に欠員が生じた場合は，必要に応じて後任の委員を補充することができ

る。 

５ 学長は，選出会議の委員名簿及び委員の選任理由を公表しなければならない。 

６ 選出会議に関し必要な事項は，別に定める。 

（国際教養学部長等の選考） 

第５条 国際教養学部長，文学部長，法政経学部長，理学部長，工学部長，園芸学部長及

び園芸学研究科長，医学部長，薬学部長並びに看護学部長及び看護学研究科長は，そ

れぞれ第４条第１項の規定により選考された国際学術研究院長，人文科学研究院長，

社会科学研究院長，理学研究院長，工学研究院長，園芸学研究院長，医学研究院長，

薬学研究院長及び看護学研究院長をもって充てる。 

（教育学研究科長の選考） 

第６条 教育学研究科長は，第４条第１項の規定により選考された教育学部長をもって充

てる。 

（任期及び再任） 

第７条 部局長の任期は２年（医学部附属病院長にあっては，３年）とし，原則として１

回に限り再任することができる。 



２ 学長は，前項の規定にかかわらず，部局長の任期について，特例を設けることができ

る。 

（解任） 

第８条 学長は，部局長が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，部局長を解任

することができる。 

一 心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認められるとき。 

二 職務上の義務違反があるとき。 

三 その他部局長たるに適しないと認められるとき。 

２ 学長は，部局長を解任したときは，その理由を明らかにしなければならない。 

附 則 

１ この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

２ 国立大学法人千葉大学成立後最初に任命される学部長等は，この規程により選考され

たものとみなす。 

３ 前項の学部長等のうち，国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号）附則別表第１

の上欄に掲げる千葉大学の学部長等であって，平成１６年３月３１日を超えて任期を

有していた者の任期は，第７条第１項の規定にかかわらず，平成１７年３月３１日ま

でとする。 

附 則（平成１８年４月１日） 

１ この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成１８年４月１日に就任する人文社会科学研究科長の任期は，第７条第１項の規定

にかかわらず，１年とする。 

３ 文学研究科長及び社会科学研究科長については，当該研究科が存続する間，なお従前

の例による。 

４ 社会文化科学研究科長については，平成１８年３月３１日現に在任する者を引き続き

平成１９年３月３１日まで研究科長とするものとし，平成１９年４月１日以後は，当

該研究科が存続する間，人文社会科学研究科長をもって充てる。 

附 則（平成１９年４月１日） 

１ この規程は，平成１９年４月１日から施行する。 

２ 平成１９年４月１日に就任する理学研究科長の任期は，第７条第１項の規定にかかわ

らず，１年とする。 

３ 自然科学研究科長については，平成１９年３月３１日現に在任する者を引き続き平成

２０年３月３１日まで研究科長とするものとし，平成２０年４月１日以後は，当該研



究科が存続する間，理学研究科長，工学研究科長，園芸学研究科長及び融合科学研究

科長の中から選出された者をもって充てる。 

附 則（平成２１年４月１日） 

この規程は，平成２１年４月１日から施行する。 

附 則（平成２２年４月１日） 

１ この規程は，平成２２年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際，現に在任する医学部附属病院長の任期は平成２３年３月３１日

までとする。 

附 則（平成２６年４月１日） 

１ この規程は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年４月１日に就任する法政経学部長の任期は，第７条第１項の規定にかかわ

らず，１年とする。 

３ 法経学部長については，平成２６年３月３１日現に在任する者を引き続き平成２７年

３月３１日まで学部長とするものとし，平成２７年４月１日以後は，当該学部が存続

する間，法政経学部長をもって充てる。 

附 則（平成２７年４月１日） 

１ この規程は，平成２７年４月１日から施行する。 

２ 千葉大学センター長等選考規程（平成１６年４月１日制定）は，廃止する。 

附 則（平成２７年１０月１日） 

この規程は，平成２７年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２８年４月１日） 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年９月１日） 

この規程は，平成２８年９月１日から施行する。 

附 則（平成２９年４月１日） 

１ この規程は，平成２９年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年４月１日に就任する理学研究院長の任期は，第７条第１項の規定にかかわ

らず，１年とする。 



３ 人文社会科学研究科長については，当該研究科が存続する間，人文公共学府長をもっ

て充てる。 

４ 理学研究科長，工学研究科長及び融合科学研究科長については，当該研究科が存続す

る間，融合理工学府長をもって充てる。 

附 則（平成３０年１０月１日） 

この規程は，平成３０年１０月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月１日） 

この規程は，令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年４月１日） 

１ この規程は，令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和３年４月１日に就任する園芸学研究院長の任期は，第７条第１項の規定にかかわ

らず，１年とする。 




